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０．教科の枠をこえて…
子どもたちが日々の

生活や学びを通して…
●どのような

見方・考え方に
「価値」を感じ，
●どんな学び方に
「価値」を感じ，
●どのように社会

に活かすことに
「価値」を感じる
のか

家庭

明るい未来を「そうぞう」し，実践しようとするとき，
人は必ず，「価値判断・意思決定」をしている。

ＩＢ教育
ＳＤＧｓ
ＥＳＤ



１．本実践研究の目的
① 主体的・協働的・創造的に未来を「そうぞう」する子どもを

育てる

主体性 協働性

創造性



１．本実践研究の目的
➁ 様々なヒトとのつながりを大切にする子どもを育てる

学校 家庭

地域

個・集団
としての
子ども

地域に根ざし
地域に育つ子どもたち



２．本実践研究の背景

① めまぐるしく変化する社会への適応

（ＡＩ問題、自然災害、国際情勢…不確定な未来をよりよく生きる力）

② メタ認知能力 及び 未来を「そうぞう」する力の育成

③ 人間関係の希薄さ

（子ども同士・学校・家庭・地域とのつながりの重要性）



３．本実践研究の方法
～社会科学習を中心として～

経済的
視点

自然環境
の視点

消費者
の視点

生産者
の視点

国際関係
の視点

「生活」と「学び」
を結びつけて

多面的・多角的に
考える

歴史的な
視点自然環境

政治的
視点



これまでの学び～社会科✕総合学習～



まちのお店と
共同開発をしよう！

2020年1月14日（火）スタート！



モンドセレクション
最高金賞
受賞！

『魔法のレストラン』
など

テレビに多数出演！

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1578819286/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5wYXBhMi5qcC8-/RS=%5eADB3KSiQUKheaSJ1jZVa3qRPynO7M0-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTYzJmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1J3bVZDNFJ6NkF0Yks5VU1qV3BXQWVUempZbDFXWnJDZXJwVHZNUzNNVnVfQnNBeGRnNUh5b3FTawRwA1VHRlFZVEpDUVV0RlVsay0EcG9zAzYzBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp


単元の目標

知識及び技能
地域に生きる人々の営みと経済の関係について理解するとともに，

様々な資料や活動を通して情報を適切に調べ，まとめる技能を身に付
けることができる。

思考力・判断力・表現力等

地域に生きる人々の営みと経済の関係について多面的・多角的に考
えたり，社会に見られる課題を把握して，その解決に向けて社会への
関わり方を選択・判断したり，考えたことや選択・判断したことを適
切に表現したりすることができる。

主体的に学習に取り組む態度
様々なヒトとの関わりの中で、地域経済の過去と現在、未来につい

て調べて考え続け，よりよい社会を「そうぞう」し，地域社会とつな
がりを持とうとする。



●ふりかえりシート（ポートフォリオ）：知識・理解，思考・判断,学びに向かう力

● 対話評価・外部評価：「思考力・判断力・表現力等」
● プレゼンテーション（パフォーマンス評価）
「知識・技能及び思考力・判断力・表現力等」

評価の方法

●毎時の終末部に書くふりかえりシートへの
記述内容を，座席表に整理。

●毎時の始めに座席表を子どもたちに配布し，
前時までの自分を考えをふりかえり，
同時に，他者の考えを共有する。

●子どもたちの思考の流れを把握。単元構成
の修正や授業改善につなげる。

「座席表」に整理

数値化して整理



評価を学びにつなげる…

自己評価

子ども達による
他者評価

＜記述・対話評価＞

保護者・地域・世界
外部評価

＜記述・対話評価＞

互いの考えを共有



単元計画（実施カリキュラム）
第１・２時 ●授業開き ●コース選択 ●グループづくり ●商品開発の方向性

第３～５時 ●商品開発１・２ ●お店訪問、商品案・価格設定の修正に向けて

第６～８時 ●商品開発(価格設定含む)３・４ ●お店訪問、商品案・価格の修正に向けて

第９～11時 ●商品開発最終案５・６ ●お店訪問・新商品の最終案確認・試食会

第12～14時 ●活動のふりかえり ●活動・新商品報告に向けてのまとめ（自己評価）

第15時 ●活動・新商品の報告（外部評価）

第16時 ●外部評価のふりかえり ●新商品の修正 ●新商品案修正依頼

第17～19時 ●プロデュース ●お店訪問・新商品販売開始

第20～22時 ●活動全体のふりかえり２・３ ●活動報告会（他者評価）



第１時：授業開き、コース選択
１学期にパン屋さんに
行ったときに、一緒に
新しい商品を考えたい
と思っていた。

できるのならケーキ屋さんと
ケーキを開発したい。



第１時：授業開き、コース選択



第２時：グループづくり、商品開発の方向性

わたしはデザートの
ようなパンがいいな！

●前時のインタビュー動画の
内容を整理

●商品開発の視点を確認

新商品の方向性を
イメージする



第２時：グループづくり、商品開発の方向性

新商品の方向性を
イメージする

●方向性が類似する友だちと
グルーピング

●商品開発の方向性について
話し合い

わたしはデザートの
ようなパンがいいな！



第３・４時：商品開発１・２

わたしはデザートの
ようなパンがいいな！新商品をイメージ

をふくらませる

●新商品の材料・デザイン
●価格の設定



第３・４時：商品開発１・２

キャラクター
系

デザート系 食事系



第５時：お店訪問１

原材料とデザイン
価格設定

●新商品の提案
●新商品・価格設定のアドバイス

原材料費の３倍の価格設定…
なんでだろう？聞いてみよう！

国産小麦の値段は外国産小麦
の値段の２倍高い。

国産小麦は触感
がフワッとした
商品に合う。



第６・７時：商品開発３・４
●お店の人(生産者)や
SNS(消費者)からの
アドバイスをいかして

新商品の方向性(ターゲット)、原材料とデザイン、価格設定を再考

原材料・価格・味
大きさ・デザイン
カロリー・利益・
満足度・食べやすさ

ターゲット



第６・７時：商品開発３・４
●お店の人(生産者)や
SNS(消費者)からの
アドバイスをいかして

新商品の方向性(ターゲット)、原材料とデザイン、価格設定を再考

原材料・価格・味
大きさ・デザイン
カロリー・利益・
満足度・食べやすさ

ターゲット

海外からも
コメントが!?


